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要 旨

背景 抗ポドカリキ シ ン単ク ロ ー ン 抗体を用 い た尿沈娃の免疫染色によ っ て尿中ポドサイ トの 検出が 可能

であり, また尿中ポ ドサイ ト数は小児メ サ ンギ ウ ム 増殖性腎炎の活動性を反映する ･ しかし, こ の 方法は 尿

沈直 の 細胞診で ある ため ,
検査 に手間と時間がかか る . そ こ で 今回 e n z y m e li n k e d i m m u n o s o r b e n t

a s s a y ( E L IS A ) 法 により尿沈液中ポ ドカリ キシ ンを測定し, 従来法と の 比較 お よ び腎疾患 に お ける動態

を検討した .

方法 対象は小児 I g A 腎症5 5 名, 紫斑病性腎炎1 7 名, 健常小児 1 35 名 . 早朝第 一

尿 の 尿沈達を界面活性剤

で溶解し, 抗 ヒ トポドカ リキシ ン モ ノ ク ロ
- ナ ル抗体に よる E L I S A ( サ ン ドイ ッ チ法) を用 い て 尿沈連 中

の ポドカリ キ シ ンを測定した. ( 測定値は, ク レアチ ニ ン補正を施行し, 単位は n g/ m g . C r で 表記した) .

結果 小児メ サ ン ギウ ム 増殖性腎炎にお い て尿沈連ポ ドカリキ シ ン億は健常小児に比して有意に高値であ っ
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た ( 健常小児 0 .7 ± 1 . 5
,
患者群 1 5 . 6 ± 2 .8 , p < 0 .0 001) . 尿沈連ポ ドカリキシ ン は蛋白尿 と正 の 相関を示

し( p < 0 .0 00 1 , r
- 0 . 68 2) , 3 ＋ 以上 の 血尿を呈す群で有意に高値で あ っ た. また

, 小児 メ サ ン ギ ウ ム 増殖

性腎炎の急性期に高値を示 した ( 急性期 2 9 , 8 ± l l .8 , 慢 性期 2 .4 ± 0 . 8
, p < 0 .0 5) . 組織学的には急性管外

性病変の ある症例で有意に高値であ っ た ( 急性管外性病変を認め る症例 3 7 .4 ± 6 .1
,
認 めな い 症例 12 . 5 ±

6 . 5
, p < 0 .0 5) .

結論 尿沈連ポ ドカリキ シ ン の 定量は小児メ サ ンギ ウ ム 増殖性腎炎の 急性期 マ ー カ ー と し て
,
ま た 急性管

外性病変の指標 として臨床的に有用である .

キ ー ワ ー ド : p o d o c a l y x i n , p o d o c y t e , m e s a n gi a l p r olif e r a ti v e g l o m e r u l o n e p h r iti s , E L IS A , ポ ド

カリ キシ ン
,
ポ ドサイト

,
メ サ ン ギ ウ ム増殖性腎炎

は じ め に

糸球体上皮細胞 ( ポ ドサイ ト) は 糸球体基底膜

の ボウ マ ン 腔側 に位置し, 糸球体漉過機構 に重要

な役割を演 じて い る
1) 2)

. ポ ドサ イ トは 高度 に分

化 した細胞であり, 細胞回転の 速度は著 しく遅く,

細胞増殖も起 こ しにくい こと が知 られて い る 3 ) 4)

ポ ドサ イ トが傷害 される とス リ ッ ト膜 の 消失 , 足

突起 の癒合, ポ ドサ イトの 糸球体基底膜 か ら の 脱

落な どが観察さ れ る 5) . ポ ドサ イ ト が脱落 し , 糸

球体基底膜が裸の状態 になる と, 糸球体壁側上 皮

細胞 が裸 の部分を覆い , 部分的な糸球体硬化 へ 進

んで い くとする報告もあ る6) . こ の よ う に ポ ドサ

イ トが傷害され るとその 修復は困難で あり, 糸球

体の 漉過機能が損なわ れる だけで なく , 糸球体硬

化 へ の 最初 の ス テ ッ プの
一

つ と しての 意味もも っ

て い る . した が っ て , ポ ドサ イ トの 障害の 程度を

把握する こ とは病態の 進行を予測する上 で重要 で

ある .

ポ ドサイ トの 障害を正確に評価する最も良 い 方

法は腎生検 で ある が, 侵襲的な方法で ある た め額

回に繰り返すこ と はできない . 蛋白尿 は ポ ドサイ

トの 障害の 指標と して非常 に有用 で ある が , 糸球

体の 障害全体を反映する検査で もある た め に , 純

粋 にポ ドサ イ ト障害の みを評価 して い る とは い え

ない . 原ら は, 尿沈透 を蛍光抗体法 で 観察す る こ

とに よ っ て糸球体か ら脱落 した ポ ドサイ トを尿 中

に証明 し, さら に尿中ポ ドサイ ト数 は糸球体腎炎

の病勢を反映する こと を見出 した 7) . ポ ドサ イ ト

が障害を受けても変化しにく い 安定 した糸球体上

皮細胞の マ ー

カ
ー として ポ ドカ リキ シ ンが知られ

て い る こ とか ら
7 ト 10)

, こ の 研究 で は尿 中に脱落

した ポ ドサ イ トの マ ー

カ
ー

と して ポ ドカリ キ シン

が使用され た . しか し, こ の 方法 は尿沈直 の 細胞

診 で ある ため に検査 に熟練を要する こ と , 手間が

かかる こと, ク レ アチ ニ ン補正がで きな い こ と な

どの 問題点があ っ た .

こ れら の 問題を解決する ため に, 今回の 研 究で

は尿沈漆 に含ま れ る ポ ドカ リ キ シ ン を e n z y m e

li n k e d i m m u n o s o r b e n t a s s a y ( E L IS A ) 法 で測 定

し, 臨床的有用性 につ い て検討 した .

対象お よび方法

Ⅰ . 対象

小児期 Ig A 腎症息児55 名, 紫斑病性腎炎息児1 7

名, 健常小児 135 名. 対象の 臨床的背景を表 1 に

示す . こ の うち33 名の 尿中ポ ドサイ ト数 と尿沈連

中ポ ドカ リキ シ ン 陽性円柱の 有無を測定 し , 尿沈

連中ポ ドカリ キシ ン債と比較検討 した . また
,
26

名にお い て組織学的検討を行 っ た .

Ⅱ . 尿沈漣ポ ド カ リ キ シ ン の E n zy m e
- li n k e d

i m m u n o s o rb e n t a s s a y ( E LIS A)

1 . 抗 ヒ トポ ドカ リキ シン単 クロ ー ン抗体の作

製と ポ ドカリ キシ ン測定系の確立

E L IS A によ るポ ドカ リ キ シ ン の 定量 を施行 す

るため抗 ヒ トポ ドカリ キシ ン 単ク ロ ー ン 抗体 の作

製を行 っ た . ヒ ト単離糸球体を T rit o n X - 100

で溶解し, w h e a t g e r m a g gl u ti ni n ( W G A ) カ ラ

ム で精製 し, B A L B/ c マ ウ ス に免疫 した . 抗 ヒ ト
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表 1 臨床的背景

尾沈並ボドカリキシ ン

( n g / m g .C r)
- ■■■l■ ■■■■ ■■

1 7 .9 土 3 .5
● t

9 .3 士 3 .3
'

0 .7 * 1 .5

血,1 ク レア チニ ン

( m g / d l)
-

0 .6 1 士 0 .0 3

0 .5 0 i 0 .0 4

奮白尿

( m g / d l)
症例数 性( 男:女) 年♯

lg A ▼症 55 2 9 :2 6 1 3 19 士 O 17 1 2 2 土 4 9

柴親病性甘炎 1 7 1 2 :5 1 0 11 士 0 ･7 3 4 土 1 4

* 竹小児 1 35 6 9 :6 6 1 1 ･0 土 0 ･3 4 士 2

”

m e a n 士S E M
”

(こて 表7e .
*
P < 0 . 0 0 1 ,

榊
P < 0 . 0 0 0 1 (書冊小児と比較) ｡

ポ ドカリ キシ ン 抗体陽性 の ク ロ
ー

ン の ス クリ
ー ニ

ン グは ヒ ト腎切片の 間接蛍光抗体法での染色パタ
ー

ン と ヒ ト単離糸球体の 溶解物を用 い た ウ エ ス タ ン

ブロ ツ ティ ング で行 っ た . 陽性対照 と し て抗 ヒ ト

ポ ドカ リ キシ ン単ク ロ
ー ン抗体 P H M 5 を用 い た .

最終的 に22 A 4 , 3 H l l , 4 D 5 の 三種の ク ロ
ー ン

が得られ た . E L IS A 測定系 には い く つ か の 組み合

わせ を試 したうえで , 22 A 4 とア ルカリ フ ォ ス フ ァ

タ
-

ゼ標識3 H ll を選んだ . また , W G A カ ラム で

精製 した ヒ ト単離糸球体可溶物を E L IS A 測定系

の標準品と して用 い た . 図 1 に示す ように , こ の

測定系は 12 .5 か ら 80 0 n g / m l で 直線性 を示 し,

測定限界は 6 .
2 5 n g / m l で あ っ た . 測定値 はク レ

アチ ニ ン補正を施行 し , 単位 は n g / m g .
C r で表

記 した .

2 . 尿サ ン プル の処理

検体 には早朝第
一 尿 10 m l を用 い た . 尿を3 000

回転 5 分 ( 4 ℃) 遠心 し, その 沈遭を P B S で
一 回

洗浄した . その後, 沈遭を 100 F L l の 0 .2 % T rit o n

x - 100 で溶解 し, 室温で 1 時間静 置 した .
1500 0

回転5 分 ( 4 ℃) 遠心 し, その 上清をポ ドカ リ キ

シ ン測定用の 検体 とした .

Ⅲ . 尿中ポ ドサイ トと尿沈連中ポ ドカリキ シ ン 陽

性 円柱の評価方法

原らが報告 した方法に基づ き施行 した
7 )

. 早朝

尿を遠心 し, ス ライ ドグラ ス 上に尿 沈連 を貼り つ

け, 抗 ヒ トポ ドカリ キシ ン単ク ロ
ー ン抗体 ( P H M

5 ) と FIT C 標識二 次抗体 で染色 し , 尿 10 m l 中

の ポ ドカリ キシ ン陽性細胞数( 尿中ポ ドサイト数,

0

L n

⊂)
寸
【⊃

○

0 8 0 0 1 6 0 0 2 4 0 0 3 2 0 0

ポドカリキシ ン浪度 ( n g / m I)

図 1 ポ ドカ リ キ シ ン測定系 ( E L IS A ) の

標準曲線

単位は個/ m l) とポ ドカリ キシ ン 陽性 円柱 を数え

た . ポ ドカ リ キシ ン 陽性 円柱 は 0 - 1 / m l を陰性,

1 .1 / m l 以上を陽性として評価した .

Ⅳ . 組織学的検討

腎生検の前後2 週間に尿沈直 ポ ドカリ キシ ン を

測定 した26 症例 (Ig A 腎症19 例 , 紫斑病性腎炎 7

例) に つ い て, 重松ら の分類
11) に基づ い て , 管外

性病変( 急性 , 慢性) の 有無 , メサ ン ギウム の 増殖

の 程度, 問質の 変化の 有無を評価 した ･

Ⅴ . 尿沈漣ポ ドカ リキ シン の経時的変化

尿沈渡ポ ドカ リキ シ ンの 経時的な変化を 8 症例
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(Ig A 腎症7 例, 紫斑病性 腎炎 1 例) で検 討 した .

発症か ら 6 ケ月未満を急性期, 6 ケ 月 以上 を慢性

期と して検討 した .

Ⅵ. 統計

統計処理 には St a t V i e w 4 .5 を使用 した . 成績

は
"

平均 ± 標準誤差
''

で表記した . 有意差検定に

は M a n n - W bit n e y U
- t e s t

,
K r u s k al - W alli s t e s t ,

K ol m o g o r o v -S m i r n o v t e s t
,
W il c o x o n

'

s r a n k t e s t

を使用 した . 相 関の 検定 に は Sp e a r m a n
'

s r a n k

t e st を使用した . また検定結果は p < 0 .0 5 を有意

と した .

結 果

1 . メ サ ン ギウム増殖性腎炎にお ける尿沈漣ポ ド

カリキシ ン ( 図2 )

尿沈連ポ ドカリ キ シ ン は健常小児に比べ て 患者

群で有意に高値であ っ た ( 健常小児 0 .7 ± 1 .5
, 忠

者群 15 .6 ± 2 .8 , p < 0 .00 01
, 図 2 ) .

2 ･ 尿沈漣ポ ドカ リキ シン と他 の検査所見( 図 3 )

尿沈透ポ ドカ リキ シ ンと蛋白尿の 間に正 の相関

を認め た ( p < 0 .0001
,
r - 0 .682 , 図 3 A ) . また 尿

沈連ポ ドカ リキ シ ン は血尿 が ( 3 ＋) 以上 の 群 で

( - ) と ( ＋ ＋) の 群 に比 して有 意に 高値 で あ っ

( A ) ,

:
. 5 0

q
lコ)

∈
＼

ロ〉

5 1 0 0

入

.ゝ
1I
= ヽ

< 5 0

1

等
親
#
雌 o

0

0

0

0

0

8 こ)
0

p < 0 .0 00 1

r = 0 .6 8 2

o
n = 7 1

0 1 00 2 00 3 00 4 ∝〉 5( 氾 ∝X)

た ( 血尿 ( - ) 0 .7 ± 0 .2
, 血尿 ( ＋) 15 .4 ± 14

.6 ,

血尿 ( 2 ＋) 2 .2 士 1 .5
, 血尿 ( 3 ＋) 以上 2 5 .7 ±

4 ･3
, (

-

) と ( 3 ＋) 以上 で は p < 0 .000 1
, ( 2 ＋)

と ( 3 ＋) 以上 で は p < 0 .00 1 , 図3 B) .

J

= 2 0
L]
lコ)

∈
＼

P 1 5
ヽ - ′

A

淀10
= ヽ

<
三L
･

# 5

A
”
嘩 ∧

｢
p d '･ 0 0 0 7

｢

T

健常小児群 患者群

図2 /ト児 メサ ン ギ ウ ム 増殖性腎炎と健常小

児における尿沈達ポ ドカ リ キ シ ン値 の

比較

小児メ サ ンギ ウ ム 増殖性腎炎患 者群 で 尿沈

薩ポ ドカリキ シ ン は有意に高値であ っ た.

( B) ,

:
1 5 0

U

ロ〉

∈
＼
l⊃)

5 1(刀

八

一ヽ

♯
= ヽ

< 5 0
= L

驚
*
ポ
嘩 o

｢
吋 00 0

L , d '7 W

i
( -) ( ＋) (＋＋) (＋＋＋)

蛋白尿 ( m g / dJ) 血尿

図 3 蛋白尿, 血尿と尿沈査ポ ドカリキ シ ン億 の比較
( A ) 尿沈直ポ ドカリ キシ ンと蛋白尿の 間に正の相関関係を認めた . ( B) 尿沈連ポ ドカ リ キ
シ ン は血尿の ( ＋ ＋ ＋) の 群で ( - ) と ( ＋ 十) の 群に比較して有意に高値であ っ た.
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_ L J,. _ - + L _ I_

かJ キ シ ン は尿中ポ ドかJ キ
シ ン陽性円柱 の陽性の 群で有意に高値

で あ っ た ･

＼ L I I /′J ヽ 一′ ∪ 一一
己

'

ド
p 5

｢ 芝重量蓋芸誓蓋…:/I? ,ER<;.
A

: .
S
l買警.i6?慧

急性期 慢性期

固5 急性期と慢性期で 比較 し
た 尿沈直 ポド

かノキ シ ン値 の 変化

I g A 腎症 7 例 ( ○) , 紫斑
病性腎炎1 例 ( □)

で急性期と慢性期 の 尿沈直ポ ド *
l) キ シ ン債

の 変化を検討した . 急性期は慢性期に比較
して

有意に高値であ っ た .

また, 尿沈直ポ ドカ リキ
シ ン は尿沈直ポ ドカ リ キ

シ ン陽性円柱を認め る群で 有意
に高値 で あ っ た

( 尿 沈直 ポ ドカ リ キ シ
ン 陽性 円柱 あり 33 ･2 ±

10 .
1
, 円柱な し4 ･7 ± 2 ･2 , p < 0 ･

001 , 図 4 B) ･

3 . 尿沈漣ポ ドカリキ シ ンの経時的変
化

尿沈連 ポド かJ キ シ ンを急性期
と慢性期で比較

した . 尿沈渡ポ ド かJ キ シ ン は慢性期
に比 して 急

性期に有意 に高値で あ
っ た ( 急性期 29 ･8 士 11 ･8 ･

慢性期2 .4 ±0 ･8 , p < 0 ･ 05 , 図 5 ) ･

4 . 尿沈漣ポ ドカ リキ シ ンと組織所見
( 図6 )

尿沈直ポ ド が) キ シ ン は急性管外性
病変の ある

群で有意に高値で あっ た ( 急性管外性
病変 の あ る

症例 37 .4 士 6 ･1 , な い 症例 12 ･5 ± 6 ･5 , p < 0 ･
05 ,

図 6 A) . しかし, 慢性管外性病変の 有無･
メ サ ン

ギウム増殖の 程度, 問質の 変化
の有無 に つ い て は

有意な差を認めなか っ た ( 図
6 B ･ C , D ) ･

ポ ドカリ キ シ ン は ポ ドサイ ト
の 膜表面に存在す
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管外性変化を認め る群 で有意に高値で あ っ た.



菅野 : 小児 メサ ンギウ ム 増殖性腎炎における尿沈液ポドカリ キシ ン定量の 臨床的有用性に つ い て の 検討 22 5

る糖蛋白で あり , シ ァ ル 酸 に富 ん だ構 造をもち ,

糸球体上皮細胞の 陰性荷電 に重要な役割をはたし

て い る
9) 12) 13)

. ま た , そ の 発 現 は 糸 球 体 上 皮

細胞が障害を受けても変化しにく い こ とか ら糸球

体上 皮細胞 の 有用な マ ー カ ー として使 われ て い

る
9) 10 ) 12)

. 原 ら は, こ の 性質を利用 して , 尿沈直の

抗 ヒ トポ ドカ リキ シ ン モ ノク ロ -

ナ ル 抗体 の蛍光

抗体法を用 い て, 糸球体腎炎患者の 尿沈連 中 にポ

ドカリキ シ ン陽性細胞が認め られ る こ とを報告 し

た ･ また, 尿沈液中の ポ ドカ リ キ シ ン 陽性細胞 数

は
, 腎炎の 急性期 に高値 とな り, 組織学 的に は急

性管外性病変の 有無と相関す ると報告 した7)1 4) 15)

しか し, こ の 方法 は尿の 細胞診で あ る ため に
, 検

査に時間と労力が必要である こ と, 検査技師 の 能

力によ っ て結果 に差が 生 じる 可能性 が ある こ と ,
ク レア チ ニ ン補正が できない こ となどの 問題があ っ

た . さら に, 尿沈連中に 出現 する ポ ドカ リ キ シ ン

陽性 円柱 の評価が困難で ある こ とも問題であ っ た .

そこ で今回の研究で は, より簡便か つ 客観的に尿

沈連 中の ポ ドカ リ キ シ ンを評価す る方法として

E LIS A を用 い た . その結果, 従来の 評価方法 で あ

る尿中ポ ドサ イ ト数と今回の E LIS A 法を用 い た

尿沈渡ポ ドカリキ シ ン は極 めて良好な相関を示 し

た .

今回の研究では , 尿沈連ポ ドカリ キ シ ン は 小児

メ サ ン ギ ウム 増殖性腎 炎の 急性期 に 高値 を示 し,

組織学的には細胞性半月体の 形成を中心と した急

性管外性病変を認め る群で 高値であ っ た . こ の 結

果は , 原ら の 報告 と 一 致 して い る 7) 1 4) 15) . 以 上 か

ら E LIS A による尿沈連ポ ドカリ キ シ ン の 定量法

は, 従来の 方法の 欠点を改善 し た方法で あり , 小

児メ サ ンギ ウム 増殖性腎炎の病勢を反映する有用

な検査法と考えられる .

しか し, 今回の 方法にも い く つ か の 問題点が あ

げられる . 第 一 は尿 のサ ン プ リ ン グ で ある . 尿沈

連を検査 の対象と して い るため, 尿 コ ッ プに沈ん

で い る部分を取りこ ぼさな い よう注意しなければ

ならな い . 具体的には , 患者 が提 出 した尿 コ ッ プ

から検査用の ス ピ ッ ツ に尿を移すときには, 尿 コ ッ

プ中の 尿をよく摸拝する必要 がある . こ れを忘 れ

ると偽陰性の 原因になる . 第二 は尿 中の ポ ドカ リ

キシ ン の 由来に つ い て である . ポ ドカ リ キ シ ン は

糸球体で は糸球体上皮細胞の だけでなく, 糸球体
の 内皮細胞 にも発現 して い る9) 12) . 尿中 に糸球体

内皮細胞 由来の ポ ドカリ キシ ン が混入 して い る可

能性を考慮して , われ われ は尿沈連 を第Ⅷ 因子や

Y o n W illb r a n d 因子な どの 内皮細胞 の マ ー

カ
ー

で

染色 し, 尿沈連中に糸球体内皮細胞 の 混入 がある

か検討してみ たが , 結果は陰性であ っ た . また, 内

皮細胞 は糸球体基底膜 の 内側に位置 して い るため
,

基底膜をの りこ えて ボ ウ マ ン腔 に入り, さ ら に尿

沈連中に出現する とは考えにく い . 以上 か ら , 内

皮細胞由来の ポ ドカ リキ シ ン が尿沈連中に混入 し

て い る可能性 は低く, 混入 して い た と して も非常

に微量で , 測定値 にはあまり影響しな い の で は な

い か と考えて い る . 第三 にポ ドサイ トが形 質変化

をお こ し, その膜表面か らポ ドカ リ キ シ ン が 失わ

れ て い る場合に は
,
尿沈連ポ ドカ リ キ シ ン億 が糸

球体の ポ ドサイ トの 障害を反映 しなくなる可能性

がある こ とで ある . 近年 , 巣状 糸 球体硬 化症 や

H I V 関連腎炎に お い て糸球体の ポ ドサ イ ト の 形

質変化がお こり, ポ ドサ イ トか ら マ ー カ ー

蛋白 で

ある ポ ドカ リ キ シ ン が失 わ れ る と報告 さ れ て い

る
16) 17)

･ しか し, 今回の研究対象の Ig A 腎症 と紫

斑病性腎炎では ポ ドサイ トの 形質変化は あまり報

告され て い な い . 以上か ら
, 巣状糸球体硬化症 や

HI V 関連腎炎にお い て は 問題 にな る可能性 が あ

るが
, 今回の研究で はポ ドサイ トの 形質変化 の 影

響は考慮の 必要はな い と考えて い る .

今回の 研究で は , 尿沈連ポ ドカリ キ シ ン は急性

管外性病変を認める群 にお い て有意に高値で あ っ

た . 小児 メサ ン ギウム 増殖性腎炎に お ける 急性管

外性病変, 特に細胞性半月体の 形成 は 腎炎の 予後

に関わる重要な所見で あ る18 ト 22) . 糸球体 の 変化

を評価する最も良 い 方法 は腎生検で ある が, 侵 襲

的な検査で ある ため息者の 負担が大 きく , 額 回 に

繰り返す こ とはで きな い . その ため尿検査 で急性

管外性病変の有無を予測する こ とが でき れ ば
, 臨

床的に大きな意味がある . 現在 , 臨床的 に汎用 さ

れ て い る尿蛋白定量と尿沈渡鏡検は小児 メ サ ンギ

ウ ム増殖性腎炎の 検査と して非常に優れて い るが
,

その値か ら糸球体の 変化をす べ て予測す るこ とは
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困難で ある . 今回の 成績か ら, 血尿 , 蛋白尿の所見

に加え尿沈直ポ ドカリキシ ンを定量することによ っ

て , 患者の 病勢の より的確な把握が可能 に なる と

考えられ る .

揺 論

小児メ サ ン ギウム 増殖性腎炎にお ける尿沈連ポ

ド かノキ シ ン の 定量は , 腎炎の 活動性 の 指標 と し

て , また急性管外性病変の指標 と して 臨床 的 に有

用で あると考える .
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s cl e r o si s a n d モil V - a s s o c i a t e
d n e p h r o p a t b y

･ ∫

A m S o c N e p h r o l 1 0 : 5 1-6 1
1 9 99 ･

1 8) Y o s h i k a w a N , It o l
i a n d N a k a m u r a モi : P r o g

-

n o sti c i n d i c a t o r s i n c h
ild h o o d l g A n e p h r o

-

p a t h y ･ N e p h r o n 6 0 : 60-
67 1 991 ･

1 9) S h i g e m a t s u li , It o N ,
I s h i g a m e li , e t

a l : A g e

r el a t e d c h a r a c t e r o f g l o m e
r u l a r l e si o n s i n l g A

n e p h rit is (2) t h s t o l o g i c a l p
e c u li a r it y i n c h il d

-

h o o d o n s e t . J a p I N e p h r o
1 34 : 33

- 39 1 9 9l ･

20) D
,

a m i c o G ,
M i n e t ti L ･ P o n ti c e lli C ･ F el

li n G
,

F e r r a ri o F , B a r bi a n o di B G ･
lm b a s ci a ti E ･

R a g n i A , B e r t
o li S a n d F o g a z zi G : P r o g

n o s ti c

i n d i c a t o r s i n id i o p a t b i c
l g A m e s a n g

i a l

n e p h r o p a t h y
･ Q u a n t M e d 2 28 : 3 6 3

-

37 8 19 8 6 1

2 1) R o d f o r d M G J r , D o
n a d i o J V J r , B e r g s t r a lh

E J a n d G r a n d e J P : P r e d i c t
i n g r e n a l o u t c

o m e

i n l g A n e p h r o p a t
h y ･ ∫ A m S o c N e p h r o 1 8:

1 99-2 0 7 1 9 97 .

22) S h i g e m a t s u H
: H i s t ol o g i c al g r a d i n g

a n d

s t a g l n g O
f l g A n e p h r o p

a t h y ･
P a th o l l n t 4 7 :

1 9 4 - 2 02 1 9 9 7 .

( 平成1 4 年 1 月1 0 日受付)


